
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立慈恩寺小学校 ）     学校番号 ０９３                            【様式】 
学 校 教 育 目 標  夢や希望をもち、心豊かでたくましく生きる児童の育成 つよく ただしく なかよく～きらりと輝く慈小っ子        

目 指 す 学 校 像  あいさつが響き 一人ひとりのよさが輝く 楽しい学校        

          

重 点 目 標 

１ 確かな学力の向上 

２ 生徒指導・教育相談の充実 

３ 家庭・地域の教育力を生かした取組の推進 

４ 教育環境の整備 

５ 教職員の働き方改革・教え方改革 

６ 人権教育の推進  

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和９年２月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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（現状） 

○全国学力・学習状況調査において、国語・算数ともに全国

平均に及ばない結果であるが、国語「情報の扱い方に関す

る事項」は平均を上回っている。 

〇全国学力・学習調査の結果から、国語・算数・理科ともに

無回答率が全国平均より低いことから、あきらめずに問題

に取り組む傾向があることがわかる。 

○日頃の学習の様子から、興味のあることに関しては、意欲

的に取り組む児童が多い。 

（課題） 

○同結果から、国語「読むこと」「話すこと・聞くこと」や

算数「変化と関係」「測定」に課題が見られる。 

○さらに意欲的に学習に取組めるよう、学びの自律化やＩＣ

Ｔの効果的な活用を進めていく。 

「確かな学力の向

上 （ 特 に 読 む

力）」を目標にＩ

ＣＴ機器を有効的

に活用しながら授

業改善に取組む。 

①読書を楽しむ気持ちを育て、読書習慣をみにつける

ために、読書タイム、図書ボランティアさんによる

読み聞かせ、読書カード活用、読書の日の励行、多

読書賞表彰など、年間を通して実施する。 

②児童が主体的に取り組める活動を取り入れた授業を

計画し、実践する。また、めあてをより明確にした

授業を展開し、授業後の振返りを分析し、子どもた

ちに「わかりやすい授業」を提供する。 

①学校評価（児童アンケート）において、読書の

項目で「そう思う」の回答（R7 52%）の割合が

55%以上になったか。 

②学校評価（児童アンケート）において、「わか

りやすく教えてくれる」の項目で「そう思う」

の回答（R7 73%）の割合が 75%以上になった

か。 

 

 

 

  
学ぶ楽しさを実感

できるように、児

童が主体的に学び

を進められる時間

を創出する。 

①高学年における技能教科とG・Sを関連付 

けた教科横断的な探求的な学びを行う単

元を創り出し、実施する。 

②教員による相互授業参観を継続的に周

知し、積極的に実施する。 

①学校評価（教職員アンケート）において、「子

どもが学習課題解決に主体的に取り組んでいる」

の項目で「そう思う」の回答（R7 7%）の割合が

10%以上になったか。②すべての教員が年間2回授

業公開、授業観察シートに基づいた年間 3 回の授

業観察を実施したか。 
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（現状） 

〇Sola るーむ使用の申し込みはないが、年間を通し

て活用可能な教室を整備した。 

〇教職員はアンテナを高く張り、子どもたちの課題に

いち早く気付けるように努めている。 

（課題） 

〇教職員の生徒指導や保護者対応に対する迅速かつ正

確な情報共有と組織的な対応力の育成と、児童一人

ひとりに寄り添い、適切なタイミングで組織的に支

援していく体制づくりが必要である。 

〇一人ひとりの人権に配慮し、いじめ、差別のない教

育環境を 

児童の実態や保護

者の希望に寄り添

い、Sola るーむを

運用していく。 

① 教員の生徒指導、教育相談等の指導力向上

に向けた研修を実施する。また、児童一人

ひとりに寄り添い、組織で丁寧に対応して

いく。面談の記録をとる。 

②校内学習室、保健室、会議室等、Sola 室と

して使用可能な部屋の整理整頓をする。 

①学校評価（保護者アンケート）において、

「子どもは個の発達や実態に応じた指導を受

けている」の項目で「そう思う」の回答（R7 

28%）が 30%以上になったか。 

②校内学習室、保健室、会議室等、整理整頓

されているか。 

   

  いじめのない明る 

い学級づくりを念 

頭に、生徒指導・ 

教育相談の充実に 

取り組む。 

①児童の悩みやトラブル等に気付き、迅速に適

切に対応できる教職員を育成できるよう、

生徒指導、教育相談にかかる研修を行い、

教職員の資質向上に努める。 

②児童の悩みやトラブルに対し、組織対応し

ていく体制をつくるために、迅速かつ詳細

な情報共有を促していく。 

①学校評価（児童アンケート）において、「困ったこ

とを学校の先生に相談する」の項目で「そう思う」

の回答（R7 45%）が 48%以上になったか。 

②学校評価（保護者アンケート）において、「教職員

は子どもたちの悩みやトラブルに適切に対応してい

る」の項目で「そう思う」の回答（R7 32%）が 30%

以上になったか。 
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（現状） 

〇学校運営協議会には、子どもたちの当事者意識を高め

るために、子どもたちの代表が参加し、子どもたちの

地域に対する思いを発信している。 

〇学校運営協議会、ＳＳＮ、防犯ボランティア連絡会を

定期的に開催し、保護者や地域の方に、本校の教育活

動や児童の様子を周知している。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会等において、子どもたちが地域貢献で

きる活動を取り入れていくことを通して「自分のよさ

を知り、自信へとつなげる」を具現化していくこと。 

○目指す児童の姿を家庭・地域・企業等に広め、地域に

住み、地域に集う全ての方々と共有できるようにす

る。児童に育みたい力について熟議し、その実現に向

けた方策を定め、継続的な行動に向けて取り組む。 

目指す児童の姿

を地域全体で共有

するためにHPの活

用・教育活動の公

開を進める。 

①学校だより、授業参観・懇談会等の校長挨

拶、学校運営協議会等において、学校の取

組や児童の様子を更に積極的に発信する。 

②学区内の５つの登校コースを管理職が毎月

巡回し、登校の実態を把握すると共に、地

域の方々とコミュニケーションを深める。 

①学校評価（保護者アンケート）において、

「学校の取組や子どもたちの様子がわか

る」の項目で「そう思う」の回答（R7 

27%）が 30%以上になったか。 

②毎月、学区内にある５つの登校コースを巡

回し、地域の方とコミュニケーションをと

ったか。 

   

  
学校運営協議会

の熟議内容を保護

者、地域の方と連

携した教育活動を

実現する。 

①学校ＨＰに、児童の活動を紹介するページ

を作成し、毎月更新したり、学校運営協議

会の取組を紹介したりすることでより多く

の方に周知する。 

②学校運営協議会に児童が参加し、地域と協

働して学校づくりが行えるようにする。 

①学校 HP を毎月１回以上更新し、児童の様子

や学校の出来事等を保護者や地域の方に迅

速に情報提供することができたか。 

②学校運営協議会の全３回において、児童が

参加して取組を発表する機会を設けること

ができたか。 
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(現状) 

〇施設設備や敷地内樹木の老朽化が進み、修繕箇所や伐

採の必要なものが年々増加しているので、教育委員会

へ相談している。 

〇安全点検を分掌毎、定期的に実施している。修繕必要

箇所は教頭が集約し、修繕可能な箇所は用務担当、事

務職員、教頭等が対応している。 

（課題） 

〇樹木の巨大化と老朽化が進み、落ち葉が敷地外に落ち

ることや、樹木の伐採要望等で、近隣住民からご指摘

をいただくことがある。 

〇子どもたちの学習を保障するために、落ち着いて学習

を進められる教室環境づくりを進める。 

安心・安全で

美しい学校づく

りに向けた教育

環境づくりの推

進 

①教科等部会毎に分担した校内安全点検

を継続的に実施する。 

②児童、教職員が学校美化に主体的に取

組めるように、HP、学校だより、講話

等を通して継続的に発信していく。 

①学校評価「美しい学校づくり」（保護者アンケー

ト）の項目で「そう思う」の回答（R7 31%）が 

33%以上になったか。 

②学校評価「校務分掌が確実に機能している」（教職

員アンケート）項目において、「そう思う」（R7 

29%）を 31%以上に向上させる。 

   

  
集中して学習

に取り組める美

しい教室環境づ

くりの推進 

①教職員や児童、保護者等と積極的にコミュニケ

ーションをとり、子どもたちが主体的に掃除す

ることを促すと共に、修繕必要箇所を早期発見

し、修繕に努める。 

②年間を通し、継続的に校内巡視を行い、修繕箇

所をあらいだし修繕していく。 

①学校評価「環境美化に努めている」（教職員アンケ

ート）の項目において、「そう思う」（R7 50%）を

52％以上に向上させる。 

②学校評価「一生懸命に掃除に取り組んでいる」（児

童アンケート）の項目において、「そう思う」（R7 

60%）を 62％以上に向上させる。 
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〈現状〉 

〇各学年とも、教員同士が協力して、学年経営に取り

組んでいる。また、本部職員も献身的に協力し、協

働体制が整っている。 

○ICT を効果的に活用した授業づくりに取り組んでい

る。 

〈課題〉 

〇児童の学習理解を深めるために、ICT 活用を更に加

速させていく。 

〇主体的な活動や本時のまとめを意識した授業実践を

重ねる。 

教職員一人ひと 

り が 「 教 え 方 改

革」を意識して教

材 研 究 に 取 り 組

む。 

①教職経験に応じた業務・授業改善について助

言し、研修受講奨励を継続的に発信する。 

②組織的にＩＣＴ機器を活用した授業方法の研

究や授業相談会を実施すると共に、ICT 活用

に特化した校内研修を毎月１回実施する。 

①年間を通して一人２研修受講できたか。 

②ICT 活用に関する校内研修を年間 10回実施できたか。 

③学校評価（教職員アンケート）において、「端末を活用した学

習活動を進められたか」の項目で「そう思う」の回答（R7 

36%）が 40%以上になったか。 

④時間外在校等時間の平均時間が 35 時間を下回ることができた

か。 

 

 

 

  
学校課題研修の取

組が教員一人ひと

りのフェーズに合

った形でそれぞれ

の資質向上につな

がる取組。 

①主体的な活動や本時のまとめを意識した授業実践と

なっているかを管理職による教室訪問等で見届け、

必要に応じて指導・助言する。 

②学校課題研修の内容が教員の資質向上につながり、

一人ひとりの負担にならないように、全教員が協働

できる研修になるように、教員と対話していく 

①学校評価（教職員アンケート）において、「教材研

究を充分に行い、教科指導を行った」の項目で「そ

う思う」の回答（R7 36%）が 40%以上になったか。 

②学校評価（教職員アンケート）において、「学校課

題研修に主体的に取組んだ」の項目で「そう思う」

の回答（R7 29%）が 31%以上になったか。 
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